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【意識啓発・行動変容専門部会】会議概要 

会 議 名 令和７年度第１回意識啓発・行動変容専門部会 

事 務 局 
環境政策課長（ごみ減量推進課長兼務）・吉尾 文彦、 

足立清掃事務所長・早川 亮、生活環境保全課長・山岸 覚、 

開 催 年 月 日 令和７年９月１日（月） 

開 催 時 間 14時 40分から 16時 40分まで 

開 催 場 所 足立区役所８階庁議室 

出 席 者 

 

※：オンライン参加 

田中 充 水川 薫子 岡安 たかし 土屋 のりこ 田中 功一 

中村 重男 石田 好広    

欠 席 者 高橋 杏奈   

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

 

・足立区環境審議会【第１回意識啓発・行動変容専門部会】資料 

そ の 他 
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（吉尾文彦 環境政策課長） 

それでは、意識啓発行動変容部会を始

めたいと思います。引き続き、環境政策課

長の吉尾です。よろしくお願いいたします。 

専門部会の開催に先立ち、事務局から

お知らせがございます。審議会と同様に、

専門部会にいても出席委員名及び発言

内容を掲載した議事録を公開することを

報告させていただきます。 

それでは田中会長、進行よろしくお願い

いたします。 

（田中充 会長） 

それでは皆さん、よろしくお願いいたし

ます。早速、本題に入らせていただきたい

と思います。配付資料の確認ですが、事

務局にお願いしてよろしいでしょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

事務局から配付資料の確認をいたしま

す。事前に皆様にお送りしました資料は、

裏面に部会委員名簿が記載されている本

日の次第、A4一枚のもので第１回意識啓

発・行動変容専門部会のレジュメ、意識啓

発・行動変容専門部会の資料、それから

別冊資料集でございます。 

続きまして、本日の進め方ですが、審議

会同様、資料に沿って事務局から概要を

説明した後、意見交換をしていただきます。

ご意見等がございましたら、挙手をお願い

いたします。会長に指名された後、ご発言

をお願いします。基本的には、審議会の進

行と同じ形式です。会長の進行のもと、事

務局からご質問への回答をしたり、他の

委員にご意見を求めたりといった形で、会

議を進めていただきたいと思います。事務

局からは以上です。 

（田中充 会長） 

はい、よろしいでしょうか。審議会と同

様の進め方になります。よろしくお願いい

たします。 

まず、議事録署名人を指名させていた

だきます。大変お手数ですが、岡安委員に

お願いいたします。専門部会の議事録が

まとまりましたら、ご確認をお願いいたしま

す。 

次に、次第の４、専門家委員、有識者の

ご紹介です。子ども向けの環境教育に関

する国の動きや取り組みについて話題提

供していただきますが、意識啓発の方策

や行動変容の誘導策について、今後検討

する際の参考にしたいと考えております。 

まず事務局から委員のご紹介をお願い

します。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

本部会のテーマである意識啓発・行動

変容、特に子どもや若者の意識に届く情

報発信や誘導策の検討を進めるにあたり、

専門的な視点からご意見を頂くことを目

的に、外部の専門家をお招きしております。

目白大学人間学部児童教育学科教授、

教職課程センター長の石田好広様でござ

います。 

（石田好広 委員） 

よろしくお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

石田様は、持続可能な開発のための教

育（ESD）、環境教育、SDGs などをご専

門とされ、環境省の各種環境教育事業検

討の有識者委員などを歴任されておりま

す。足立区とのつながりという点では、前

職で区立小学校の校長を務められており、
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令和３年度からは足立区環境学習推進ア

ドバイザーに就任し、区の環境学習事業

の検討に深く関わっていただきました。ま

た、第三次環境基本計画策定の専門部

会においても委員を務めていただいてお

ります。区の環境教育に精通されており、

足立区の若者や子どもの特性を踏まえた

ご意見を頂けるものと期待しております。

事務局からは以上です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。この後、石田先

生から 20分ほど話題提供を頂きます。そ

の資料は、先ほど事務局から配付があり

ました。また、画面にはより詳しい資料が

映し出されていますので、画面と手元の資

料を見ながらお話をお聞きいただければ

と思います。 

それでは石田先生、よろしくお願いいた

します。 

（石田好広 委員） 

よろしくお願いいたします。早速ですが、

まず自己紹介をさせていただきます。私は

長年、小学校の教員を務めておりました。

ひょんなことから環境省の仕事を手伝った

り、東京都環境局で勤務したりといった経

験を経て、小学校の校長となりました。校

長を退職した現在は、目白大学で教職課

程を担当し、小学校教員を目指す学生の

指導をしています。環境省での勤務以来、

環境教育や ESD に取り組んでおります。

そのあたりの情報をまとめてお伝えできれ

ばと思っております。20 分弱ですが、よろ

しくお願いいたします。 

まず、こちらをご存知でしょうか。旭硝子

さんが古くからデータを取っている「環境

危機時計」というものです。終末を１２時と

した場合、今は何時だと思われますか。私

自身は 11時くらいかなと思いますが、この

調査の結果を見ていただくと、このように

なっています。1992 年は７時４９分で、そ

れほど危機意識が高くないように感じられ

ますが、皆様はいかがでしょうか。2020

年のデータでは９時４７分と、「極めて不安」

な状況まで来ています。これは世界的なデ

ータですが、日本国内に限ると６時４０分

という結果が出ています。この資料をお持

ちしたのは、Ｚ世代と大人世代、つまり若

者と年配者の違いが分かりやすいからで

す。Ｚ世代では６時２０分と考えているのに

対し、大人世代は７時ということで、40 分

の開きがあります。やはり若者の方が危機

意識は薄いのではないかと思います。この

点は、大学で授業をしていても感じること

です。例えば温暖化の問題でも、若者にと

ってはそれが当たり前の状態で、昔がどう

だったかよくわからないため、あまり危機

意識を持てないのかもしれないと捉えて

います。 

こちらはどうでしょう。日本国内の環境

問題で危機的に思う項目がいくつか挙げ

られていますが、どれが１位だと思われま

すか。この結果を見ると、気候変動が圧倒

的に高くなっています。逆に言うと、それ以

外の環境問題に対する意識が低いのかも

しれません。残念ながら、この旭硝子さん

の調査では、海洋ごみの問題は取り上げ

ていないようなので、該当するとしたら「環

境汚染」になるのでしょうか。もし海洋ごみ

の項目があれば、その値はもっと高くなる

のではないかと思います。さらに深刻なの
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は、「危機的に感じることはない」という

人々が 6.3%もいるということです。この

あたりも問題だと感じます。 

SDGsが始まり、世界的にも大きく広が

りを見せています。企業も様々な形で取り

組んでいますが、学校教育の中でも

SDGs の広がりが見られます。目白大学

のキャンパスでは、教室のラッピングという

形で、このような大きな表示が出るくらい、

SDGs に取り組んでいます。現在は主専

攻以外の学びの副専攻として、SDGs セ

ミナーも設定されています。 

こちらは SDGs の認知率について電通

が調査したものです。「内容まで含めて知

っている」が 40.4%、「内容はわからない

が、名前は聞いたことがある」を合わせる

と 90%以上となり、かなりの認知率を示

しています。以前の MDGs（ミレニアム開

発目標）に関しては認知率が非常に低か

ったと思いますが、SDGs はかなり認知率

が上がっていることが分かります。第１回

の調査から始まり、これは 2023年までの

データですが、このように認知率が上がっ

ています。しかも、「内容まで含めて知って

いる」という人々が 40.4%と、かなり高い

数字を示しているのは心強いと感じてい

ます。 

特徴的な部分として、１０代の男女とも

に「内容まで含めて知っている」という割

合が非常に高くなっています。これをどう

解釈するかですが、私はやはり学校教育

の影響ではないかと考えています。SDGs

が導入され、学校教育の中でも取り組み

やすいということで、SDGs に取り組む学

校が増えてきていると実感しています。そ

の影響が出ているのだと思います。 

それ以外にも、学習指導要領はご存じ

でしょうか。学校で学ぶ学習内容や方法

などについてまとめた冊子です。その学習

指導要領に「前文」ができました。こちら、

以前はなかったのですが、現行の学習指

導要領で、その理念を広く国民に知らせ

るためにあえて付けられたものです。この

前文を読むと、例えば４番のところに「生

命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に

寄与する態度を養うこと」とあり、環境教

育や ESD に関係する内容が目標として

書かれています。また、「持続可能な社会

の創り手となることができるようにすること

が求められる」と書かれているのです。こ

れは各教科のねらいの前に出てくる、いわ

ば一丁目一番地のような目標ですから、

非常に大事なところです。ですから、環境

教育や ESD が以前に比べて推進される

ようになったと理解しています。 

一方で、体験の機会について考えてみ

たいと思います。行動変容をもたらすため

には、やはり体験的な学びが非常に重要

だと私は考えています。こちらは国立青少

年教育振興機構という、平成の一桁の時

代からずっと体験活動に関する調査をし

ている団体ですが、平成 24年から令和４

年にかけてのデータをご覧いただきたいと

思います。自然体験がどんどん減ってきて

いることがよくわかるデータだと思います。

残念なことに、「やや少ない」「少ない」を合

わせて 40%を超えているという現状があ

ります。一つだけ具体的な例をお持ちしま

したが、どうでしょうか。このデータでは、

「蝶やトンボ、バッタなどの昆虫を捕まえた
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ことがある」、これについて「ほとんどない」

と答えた子どもたちが 40%を超えている

わけです。これはかなり大きな問題ではな

いかと捉えています。 

同じく青少年教育振興機構が取ってい

るデータの中で、少し毛色の違う内容のも

のがあります。「社会は自分の力で変えら

れると思う」という問いに対して、否定的な

考えを示している人がこれだけ多くいます。

自分で社会を変えることができると思って

いない人間が、行動変容を伴う活動をす

ることができるのかというと、かなり疑問で

す。ここが今の教育の非常に大きな問題

点ではないかと思っています。いろいろな

学校を訪問させていただき、研究授業と

いう形で公開された授業を見せてもらっ

たり、いろいろなお話を聞いたりするので

すが、ここのデータがなかなか上がってい

きません。子どもたちが社会参画する機会

がなかなか設けられていないのが現状だ

と思います。 

こちらは、曽我・今井・土屋の研究結果

ですが、子どもの頃の体験が少なくなって

おり、「経験の消失の時代」と呼ばれてい

ます。「生き物を捕まえた」経験がある人ほ

ど大人になってから環境保全活動に取り

組んでいるということがわかってきていま

す。ですから、子どもの時代の自然体験活

動がいかに重要であるかがわかるかと思

います。ちなみに、小学校では１、２年生に

生活科という科目があり、自然体験的な

活動が十分に行われます。しかし、小学３

年生以降は自然体験をする機会が少なく、

３年生、４年生の理科の学習や、熱心な学

校では遠足や宿泊学習の際に自然体験

活動を設定しているところもあります。 

環境教育の実態と子どもたちの現状に

ついて、東京都の調査結果をお持ちしまし

た。残念ながら国の調査結果はないので、

東京都のデータのみで申し訳ありません。

幼稚園・こども園、保育所等では、環境教

育や自然体験的な活動の優先度が高い

というデータが出ています。「どちらかとい

えば優先度が高い」を含めると、幼稚園、

こども園、保育園の時期は、かなり自然体

験的な活動をしていることがわかります。

一方で、小学校、中学校になると「優先度

は高い」という割合がかなり少なくなって

きています。もちろん学校教育ですから、

他にやらなければいけないことはたくさん

ありますが、もっと優先度が高くてもいい

のではないかと感じています。 

こちらは環境教育に取り組む上での問

題点に関する、小学校と中学校のデータ

です。一番多いのは、「時間の確保が難し

い」ということです。学校教育は本当に忙

しい状況で、先生方は時間を生み出すの

に苦労されていると思いますが、この部分

が一番のハードルになっていることがわか

ります。それ以外には、「予算が少ない」と

いうこともあります。自由に活動できるよ

うな予算をもっと確保すれば、環境教育が

推進されるのかもしれません。また、「専門

的な相談ができるところがない」というデ

ータも出ていますが、このデータをもとに

様々な形で小学校や中学校の現場をサポ

ートできれば、環境教育が充実していくの

ではないかと考えます。 

こちらは、国語の教科書で有名な光村

図書が調査したデータです。温暖化に特
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化して調査した内容になります。「地球環

境が壊れて温暖化が進むことは心配です

か」という問いに対しては、「とても心配だ」

「少し心配だ」を合わせて 90%の子どもた

ちが心配だと答えています。ところが、「地

球環境を守るために自分にできることは

あると思いますか」という問いには、「ある

と思うが何をしたらよいかわからない」と

いう回答が 48.6%、「自分の力ではどう

しようもない」との回答を合わせると、約

70%の子どもたちが、自分自身で行動し

ていこうという思いに至っていないことが

わかります。 

気候変動についてのデータですが、こち

らは日本財団の調査になります。男女で

特に大きな違いはありません。「気候変動

による影響への不安」を「非常に感じる」が

40.9%、「少し感じる」が 45.0%というこ

とで、不安は感じているということです。こ

ちらの「将来の自分の生活への気候変動

の影響の有無」という質問では、環境問題

についての学習が十分できているかどう

かの影響が大きいということがおわかりに

なると思います。環境教育を行う上で、質

的な側面が非常に重要になってくることが

わかるデータではないでしょうか。 

こちらはユネスコのデータです。「気候

変動を説明できない」「何も知らない」「大

まかなことしか知らない」若者が70%もい

ます。今度は教師の方に目を移すと、

95%の教師が気候変動を教えることが重

要だとは思っています。しかし、「気候変動

を教えられるか、教える用意がある」教師

は 30%未満で、教えることは重要だと思

っているものの、その準備ができていない、

どのように取り組んでいいか分からないと

いうのが現状なのだと思います。 

ネガティブな話ばかりしてしまいました

が、社会が変化し、子どもたちの教育も成

果が上がってきたのかと思えるニュースが

あります。「名古屋若者気候訴訟」という

もので、電力会社などを相手に訴訟を起

こし、気候変動を何とか止めようという動

きを示している事例です。こういう若者が

いると心強いですね。 

今日はお時間がないので紹介できませ

んが、機会があれば見ていただきたいの

が「グリーンブルーエデュケーションフォー

ラム」というところで、動画のコンクールを

やっています。環境教育や ESD に取り組

み、実際に行動を起こしている子どもたち

の動画が掲載されているのですが、こちら

を見ると、「ここまで子どもたちでも取り組

めるのか。」と勇気づけられるような事例

が多いです。また、こちらは環境省が選ん

だ「環境教育 ESD の実践動画 100 選」

というもので、こちらも様々な事例が紹介

されており、参考になると思います。 

ここから少し脱線しますが、足立区の環

境学習アドバイザーとして、足立区の環境

教育のお手伝いをさせていただいている

ので、その事例について簡単に紹介しま

す。５年生は「鋸南自然教室」として千葉

の房総の方へ宿泊学習に行くのですが、

その際に「海洋学習体験プログラム」を実

施するということで、日本財団さん、アクト

インディ株式会社の皆さん、そして足立区

が連携して推進しているものです。私も加

わらせていただき、様々な形でアドバイス

をしてきております。内容的には、子どもた



7 

 

ちがウェイクボードに乗って海に漕ぎ出す

ような体験をしたり、「漁港プログラム」とし

て、朝早く漁港に行って水揚げされた魚に

ついていろいろな話を聞き、競りの疑似体

験のようなことを行ったりする、大変評判

の良いプログラムになっています。「フォト

テーリング」というのは、オリエンテーリン

グのような活動で、自然観察をしてほしい

ポイントに行って問題を解いて帰ってくる

という活動です。あとは、磯観察やプラン

クトンの採取といった体験をしています。 

これは足立区の特徴なのですが、「海に

行ったことがない」と答えている子どもたち

が、残念ながら 1 割いるのです。他区で話

を聞いたことがあるのですが、港区さんの

学校で子どもたちに尋ねると、どの子も

「海に行ったことがある」と手を挙げるそう

です。足立区で同じ質問をすると、１割の

子が手を挙げないという現状があります。

だからこそ、この機会を捉えて、海での経

験を積ませてあげたいと思っています。事

前アンケートでは、「海での遊びをたくさん

したことはありますか」という問いに対し、

「全然当てはまらない」「あまり当てはまら

ない」「どちらとも言えない」を合わせると、

半分近くの子どもがそのように答えていま

す。こういった現状を何とかしたいというこ

とで、プログラムを組んで実施しています。

成果としては、「自分たちにとって海が身

近な存在だ」と感じる子どもたちが大きく

増えたという点が挙げられています。 

それから、こちらは胸を張れる内容だと

思うのですが、「足立区環境学習教材」と

いうウェブ学習教材を作っています。ショ

ートコンテンツをたくさん集めたウェブ教

材で、他の自治体からも問い合わせがあ

るほど、評判の良い内容になっています。

こちらも機会があれば、ご覧いただいてご

意見をいただければと思います。 

雑駁な説明になってしまいましたが、以

上で私からの情報提供を終わりにしたい

と思います。ありがとうございました。 

（田中充 会長） 

ありがとうございました。全国的な若者

の世代別の意識や、環境教育に対する関

心度、あるいは気候問題に対する関心度、

そして最後には足立区での具体的な取り

組みの事例もご紹介いただきました。それ

では、まずこの報告の内容について、ご質

問などありましたらお受けしたいと思いま

す。いかがでしょうか。内容について確認

したいことがあれば、お願いいたします。 

では、私から確認させてください。最後

のほうでご紹介いただいた、区立小学校

での海洋学習や体験プログラムの例です

が、これに割いている時間などは、小学校

ごとに異なるのでしょうか。あるいは、区の

小学校で、比較的標準的に、または一律

的に取り組まれているのでしょうか。その

点について、疑問に思いましたのでお伺い

します。 

（石田好広 委員） 

５年生の子どもたちが全員、鋸南自然

教室に参加するというのが、今までのやり

方です。現在、施設改修のため２年ほど自

然教室に行けず残念なのですが、それま

ではどの学校も鋸南自然教室に行くこと

が決まっており、そこで何を学ぶかについ

ては、各学校の裁量に任されています。こ

のプログラムに関しては、校長会などで案
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内をし、申し込みのあった学校の中から、

全校を引き受けることはできないため、い

くつか選抜された学校に体験してもらうと

いう形で進んでいます。料金は有料です

が破格の値段で、子ども一人当たり

2,000円程度支払えば体験できる形にな

っています。スタッフの数も多いので、実

際にはかなりの高額な費用がかかってい

ると思います。特にウェイクボードの体験

では、安全管理上、相当な数の係員がい

ないと実施できないので、そのあたりは本

当にありがたいです。おそらく学校だけで

は絶対にできないプログラムだと思います。 

（田中充 会長） 

わかりました。ありがとうございます。先

進的な取り組みだと感じました。 

他の委員から何かございますか。はい、

水川委員どうぞ。 

（水川薫子 委員） 

はい、私からお伺いしたいのは、15 枚

目からの「体験の機会の減少」というとこ

ろで、自然体験の変化や、昆虫を捕まえた

ことがあるかどうかの変化が挙げられてい

たと思うのですが、令和４年のデータはや

はりコロナの影響があると思います。その

点は今後、また少し戻るとお考えでしょう

か。 

（石田好広 委員） 

原因については触れていない調査なの

で何とも言えませんが、これよりも前の、

平成 17年や平成 10年だったと思います

が、その時からすでに自然体験が減って

きていることが示されています。ですので、

一連の流れから考えると、コロナの影響だ

けで減ったということではないと、私は考

えています。 

（水川薫子 委員） 

はい、わかりました。 

（石田好広 委員） 

昔はいろいろなデータが載っていたの

ですが、今はあまり公開されておらず、例

えば「日の昇るところや夕日が沈むところ

を見たことがあるか」といった調査もされ

ているのですが、「ほとんどない」というよ

うな答えが返ってきており、非常に深刻な

問題だと感じています。 

（水川薫子 委員） 

ありがとうございます。 

（田中充 会長） 

大変興味深いデータや情報をご提供い

ただけたかと思います。 

（水川薫子 委員） 

あともう１点よろしいですか。気候変動

による影響への不安といったところで、直

接ここの内容とは関係しませんが、最近

「環境疲れ」とか「気候変動疲れ」のような

言葉を聞くことがあります。そういう話ば

かり聞いて、子どもたちが疲れてしまうと

いう話も聞いたことがあるのですが、そう

したものに対して先生はどのようにお考え

でしょうか。 

（石田好広 委員） 

私は直接「気候変動疲れ」といった話を

聞いたことはありませんが、とても残念に

思うのは、ESD や環境教育に熱心に取り

組んでいる学校さんに、気候変動につい

ても取り組んでほしいと思うのですが、な

かなか気候変動に関する授業を展開して

くださらないことです。教員として扱うのが

難しいという考えがあるのかもしれません
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し、また、体験的に学ぶことができないか

らではないでしょうか。海洋ごみの問題で

あれば、実際に自分たちでごみを拾いに

行って体験できますよね。そういったこと

がなかなか難しい。もちろん、ごみを減ら

すとか、節電するといったことはできるか

もしれませんが、気候変動との関わりが、

なんとなく実感できないから、気候変動教

育が推進されないのかなと思っています。

本当に大きな問題なので、もっと何とかし

てほしいと感じています。 

（水川薫子 委員） 

ありがとうございます。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。はい、岡安委員

どうぞ。 

（岡安たかし 委員） 

体験の機会が減少しているというのは、

本当に先生のおっしゃるとおりだと思いま

す。昨今の子どもはゲームに没頭していて、

あまり外に出ないという場合もあります。

例えば、VR で実際に海や山に行かなくて

も、カヌーを漕いだり、山で昆虫を捕まえ

たりするような感覚が得られる技術があり

ます。そういった映像や ICTを活用した疑

似体験でも、実際の体験と同じような効

果が得られると先生はお考えでしょうか。

これが１点目です。 

また、実際に体験したことと、そうした疑

似体験を比較したデータが、世界的に見

て何かあるのかどうか、もしあれば教えて

ください。 

（石田好広 委員） 

はい、ありがとうございます。私も関心

のあるところなのですが、残念ながらそう

いったデータはなかなかありません。個人

的に、本物の体験と VR などでの疑似体

験の決定的な違いは、情報量ではないか

と感じています。VRだと、その内容につい

て、ある程度絞り込んでデータを提供する

わけですが、実際の体験は五感をとおして

行われ、数値化できないほど膨大な量の

情報が入ってくると思います。そこが決定

的に違うのではないかと捉えています。 

（田中充 会長） 

はい、どうぞ事務局、お願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

事務局から少し補足させていただきま

す。今のお話に直接関連するものではご

ざいませんが、環境部では、ごみを減らす

ための生ごみ処理機について、区議会に

ご承認いただき、補助を拡充して展開して

おります。その中で、区民の方々やお子さ

んたちに、廃食用油を回収して SAF（持

続可能な航空燃料）というジェット燃料に

することを説明しても、なかなか伝わりにく

いのが現状です。そこで、お祭りなどのイ

ベントで VR を体験してもらい、理解を深

めてもらおうとしています。その場で親御

さんにも一緒に見ていただき、「家で唐揚

げをした後の油を、今度持っていこうか。」

といった会話につながればと考えています。

そうした取り組みを行っており、VR を体

験した子どもたちの反応は非常に良い状

況です。 

（石田好広 委員） 

やはり ICT の活用は、これからの教育

分野では非常に重要な視点だと思います。

しかし、ICT は、それがないと体験できな

いからこそ導入するのであって、実際に体
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験できるのであれば、やはり本物の体験を

するのが一番だと考えます。行動変容に

つなげる学びを考えたとき、先ほどお話し

した「本物との出会い」は非常に重要だと

考えています。実際に自分が体験すること、

そして専門家の方から話を聞いて問題意

識を高めること。こういったことを通して、

問題を「自分ごと化」できるのではないで

しょうか。自分ごと化することによって、初

めて最終的に行動変容につながる学びに

なっていくのだと思います。現在、学校で

は探究学習として、自分で調べたい課題

を設定し、調べてまとめて発表する授業が

行われていますが、どこか「調べさせられ

ている」ような学習になってしまっており、

教師主導から抜け出せていないように感

じます。なかなか子どもの本当の課題にな

っていない学習が多いという点が、大きな

課題ではないかと考えています。 

（田中充 会長） 

ICT や VR を使ったバーチャルな体験

と、本物や現実に触れる体験とでは差が

あるのではないか、というお考えですね。

はい、ありがとうございます。 

委員から他に何かございますか。水川

委員どうぞ。 

（水川薫子 委員） 

すみません、先ほどの私の質問で言葉

の誤りがあったので訂正させてください。

先ほど「環境疲れ」「気候変動疲れ」と言い

ましたが、「気候不安」や「エコ不安」といっ

た言葉の方が正しく、そういった言葉があ

りますので訂正させていただきます。特に

ヨーロッパの方などでは「気候不安症」の

ようなものがより広がっていると聞いたこ

とがあったということです。言葉の間違い

がありましたので、訂正させていただきま

す。 

（田中充 会長） 

最初に委員がご発言された「環境疲れ」

という言葉も、実は存在します。よくリサイ

クルの世界で使われるのですが、あれこれ

と分別を呼びかけると、細かくなればなる

ほど、いわゆる「リサイクル疲れ」を起こし

てしまうというものです。そうした面倒臭さ

を感じてしまう区民が一定数いるというこ

とは、よく耳にします。 

むしろ、委員が今訂正されたのは「気候

不安」、つまり気候に対して不安を感じて

いる人がだんだん増えてきている、という

ことですね。 

他の委員で何かありますか。よろしいで

しょうか。はい、ありがとうございました。 

先生、大変貴重な情報をご提供いただ

きまして、ありがとうございます。これから

の検討の、いわば叩き台や素材になると

感じております。 

それでは、事務局に今回の資料をご用

意いただいております。ご確認いただきた

いのですが、論点をリストアップしたレジュ

メが 1 枚と、それに関連した綴じ込みの検

討資料として、関連情報を取りまとめたも

のがございます。この内容をご紹介いただ

き、その後少しフリーディスカッションをお

願いしたいと思います。では事務局、説明

をお願いいたします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

今、会長からご説明いただきました、ま

ずこの A４のレジュメについてです。時間

も限られておりますので、あらかじめ事務
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局の方で、ゴシックで記載した部分につい

て、今回この部会である程度合意が得ら

れれば、次の11月の部会で具体的な施策

内容の検討がしやすくなるのではないかと

いう、あくまで叩き台を用意させていただ

きました。全ての年代の意識啓発と、子ど

も・若者の意識啓発の２つに分けさせてい

ただいておりますが、その理由や、このレ

ジュメをどのような経緯で設定したのかを

説明させていただきたいと思います。綴じ

込みの資料の１ページをご覧ください。 

現在の第三次足立区環境基本計画の

進捗から見える課題については、５月に行

った審議会で確認したところです。こちら

の振り返りになります。新規の委員の方々

におかれましても、ご確認いただければと

思います。項番１の（１）「主な指標と達成

率」のところですが、例えば、助成制度に

よる省エネ支援件数や、先ほどの第２回

審議会であった太陽光の補助の達成率な

ど、かなり順調にすすんでいる指標もあり

ます。一方で、イの「区民の環境意識関連

の主な指標」、例えば石田先生からお話が

あった「自然環境を大切にすることを心が

ける区民の割合」などは、達成率があまり

伸びていません。さらに若者に注目すると、

よりポイントが低い状況です。従いまして、

（２）「指標の達成状況から見える課題」と

して、①施策の効果が区民の意識や行動

に十分に結びついていないこと、さらにそ

の傾向が特に若い世代で強く見られるこ

とが分かりました。 

２ページをご覧ください。この課題にも

とづき、事務局案としていくつかの方向性

を設定させていただきました。まず課題１、

全ての年代の方々については、①環境へ

の取り組みによりプラスアルファの効果を

感じてもらう仕組み、②これまで環境への

意識が低かった層を巻き込む仕組み、③

「やってみたい」環境活動を実現できる仕

組み、ということです。そして課題 2、若者

については、①で若者に届く情報発信が

必要ではないか、②で石田先生からもお

話があったように、体験の機会を創出する

仕組みが必要ではないか、③で若者なの

で楽しみながら環境を学ぶことも必要で

はないか、さらに④で若者から家庭内へ

の波及効果が、課題１の全世代にもつな

がっていくのではないか、といった点を挙

げております。特にこの課題２につきまして

は、６月、７月に政策経営部と連携して開

催した「若者会議」で高校生から話を聞く

機会がございましたので、その内容の骨

子をこちらに挙げさせていただいておりま

す。 

３ページをご覧ください。こちらも前回

の審議会の資料に若干手を加えたもので

す。先ほどの議論でも「環境疲れ」といっ

たお話がありましたが、これまでは環境へ

の取り組みには、ややもすると「不便」「我

慢」といった負担感がともなうことがあった

かと思います。これからは、この環境基本

計画の上位計画である足立区全体の基

本計画に「ウェルビーイングを高める」とい

う考えが示されました。前回の審議会で、

文言について少し誤解を招く表現ではな

いかとのご指摘をいただきましたので、

「環境活動での＋αの効果」として、例え

ばお得感や健康等、様々な要素をこの「等」

という言葉に含ませております。これらを
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併せて感じることができる新たなライフス

タイルの提案し行動変容を促すため、例え

ば補助金や環境助成基金で団体・個人の

活動を支援したり、様々な環境講座を実

施したり、楽しみながら参加できるイベント

なども必要ではないかと考えております。

こういった形で、ウェルビーイングを高める

ところのライフスタイルの提案と考えており、

検討点として先ほどまとめた内容を記載し

ております。①「＋αの効果を感じること

ができる環境活動」として、具体例を挙げ

ました 

４ページをご覧ください。②「これまで環

境の意識が低かった層を巻き込む仕組み」

ということで、こちらではわかりやすく無関

心層と表現しましたが、今まで環境への意

識が低かった方々にとっての行動変容は

ハードルが高い状況かと思います。例えば

若者会議で話を聞いてみると、リユース品

のやり取りなどはかなりハードルが低く、

日常的に取り入れていることが多いという

ことでしたので、これを新たな視点で何か

やり取りできるような仕組みが作れないか

と考えております。③「やってみたい環境

活動を実現できる仕組み」ですが、これは

足立区基本計画の中の「やってみたい」を

応援するような考え方にもとづいています。

例えば、現在環境部で展開している環境

基金助成や、学びと現場見学の場を提供

する「環境ゼミナール」など、既存の仕組み

をより有効活用できるのではないかと考え、

こちらを③として入れております。そして参

考として、発信については、政策経営部が

シティプロモーション戦略として「磨く、創

る、繋ぐ、戦略的報道・広報」を行っていま

す。また、あだち広報、ホームページ、

Facebook、X、LINE、最近ではインスタ

グラムなど、様々な媒体で発信していると

いうのが、まず大きな１つ目、課題１に対す

るものでございます。 

（田中充 会長） 

ここまでにしておきましょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

承知いたしました。ではここまでとさせ

ていただきます。 

（田中充 会長） 

資料の４ページまでご説明をいただきま

した。世代を横断して行動を促していくた

めの論点として、環境への取り組みによっ

て+α の効果を感じられるような着眼点

かどうか、これが１点目。２点目は、これま

で環境への意識や取り組みが低かった、

あるいは少なかった層をどう巻き込み、広

げていくか。３点目は、環境に関心を持つ

方がこういうことをやってみたいと考えた

ときに、それをさらに後押しし、広げていく

ような取り組みができないか。こういった

観点で整理をしたというところでございま

す。この整理に収まらなくても構いません

が、こんなことをやってみたらどうかという

提案や、これはあまり役に立たないのでは

ないかといった疑問など、どんな角度から

でも結構ですので、思っていることをフリ

ーディスカッションのような形でご発言い

ただければと思います。いかがでしょうか。

はい、土屋委員お願いいたします。 

（土屋のりこ 委員） 

前回の審議会でも少し申し上げました

が、一つは、今回は「+α の効果」として、

経済的なメリットとは少し違う言葉で工夫
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していただいたかと思います。環境に良い

取り組みがウェルビーイングを高めるとい

う打ち出しは大事だと思うのですが、お得

だからやろうよというような言われ方をす

ると、区民として少しチープな感じで、小

馬鹿にされているように感じなくもありま

せん。日本の過去の環境問題を思い返す

と、経済利益を優先するあまり命を脅かす

公害問題が多発した歴史があります。そう

した歴史の上に今がある中で、お金で釣

るような考え方が見え透いてしまうのは、

いかがなものかと思います。ただ、区とし

ては、そうしたメリットを投げかけることで、

じゃあ気楽にやってみようかなと思う方が

いらっしゃるのもわかりますので、その打

ち出し方については工夫をお願いしたいと

いうのが１点目です。 

2 点目は、公害や環境問題の影響で被

害に苦しむ人々が過去にも、そして今世

界にもいるわけですが、そういった人々へ

の共感を醸成することも大切ではないか

という点で、この資料の中では触れられて

いませんでした。私自身、高校生の時に環

境論の授業で、マレーシアのサラワクでの

森林破壊によって、そこで暮らしていた

人々にどのような影響があったかを知り、

初めて環境問題の重要性を感じました。

そういった形で気づく方もいるだろうと思

います。環境問題に取り組むことは、人間

が生きるための基本条件であり、環境は

自分自身の存在のために大事にしなけれ

ばならない、つまり全ての人に当事者性が

あることですよね。そこが理解しづらいと

いうことで、環境問題における当事者性の

理解を促す啓発の工夫が必要かなと思い

ます。また、若い世代は正義感があります

から、初々しい正義感を持つ若い世代が、

過去や現在の環境問題で苦しんでいる

人々に対して共感できるような出会いを

提供し、その共感から自分自身の行動変

容につながるようなことも、区として意識し

ていただきたいです。講座なのか、お祭り

でのパネル展示だと、そこまでいかないか

もしれませんが、工夫をして、そういった点

も大事にしていただけないかということで、

この２点、思いました。以上です。 

（田中充 会長） 

はい、分かりました。非常に奥の深いお

話ですね。どうまとめればよいか難しいで

すが、一つは、あまり経済的メリットという

側面を強調しすぎない方が良いのではな

いかというご指摘があったかと思います。

もちろん、経済的利得が行動のきっかけに

なることは十分あり、これまでもそれを機

に拡大してきた取り組みもありますが、そ

こを前面にして強調しすぎるのは良くない、

という観点からのご発言が一つ。 

もう一つは、共感を生み出す、あるいは

納得感のようなものを打ち出すことで、行

動変容につなげる道筋が考えられないか、

というお話だったかと思います。どちらも

非常に良いご指摘だと感じます。 

今の点に関して、あるいは別の観点で

も構いませんが、他にいかがでしょうか。

はい、田中委員お願いいたします。 

（田中功一 委員） 

少し理解が追いついていないのですが、

例えば、トイレットペーパーを再生紙の、少

し色の悪いものを買う、といったような話

でよろしいですか。 
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（田中充 会長） 

もちろんです。 

（田中功一 委員） 

ビオレ U の 1.3 倍の詰め替え用は少し

面倒だけど、そっちの方が安上がり、とい

うような。経済的利得というのは、そのくら

いの数百円の差のこと、という理解でいい

のでしょうか。 

（田中充 会長） 

良いと思います。詰め替えというのは非

常に良い例ですね。要するに、新しい容器

を買わずに済み、私たちが実際に使う中

身だけを手に入れることで、経済的にも資

源的にも良い、ということかと思います。

関連していかがでしょうか。はい、岡安委

員、お願いいたします。 

（岡安たかし 委員） 

若者の話は次のテーマということです

から、まずは大人が中心になりますが、こ

の行動変容を促すというのは非常に難し

いと感じます。大人は、特に年齢が上がる

ほど考え方が凝り固まっていますから。先

ほど委員がおっしゃった、量も多くて経済

的だから詰め替えをする、というのも、慣

れていない人は「そんなこと面倒くさくてで

きない」となってしまいがちです。しかし、

それが大事なのだということをどうやって

意識改革していくのか。所管課の方でい

ろいろと考えていただいた案は、全てとは

言わないまでも、かなり出し尽くされてい

るのだろうなという感じはします。「+α の

効果」に関しては、先ほど土屋委員もおっ

しゃったように、あまり経済的なものを前

面に出しすぎない方が良いとしつつも、私

は個人的には、やはりそうしたものがない

と、特に区民は動かないだろうなと思いま

す。様々なものにインセンティブがあれば、

足立区では結構大きく動くものです。知ら

ず知らずのうちにポイントがついたり、何

かがもらえたりすることで、そうした行動に

結びついている部分が多くあるかと思い

ます。それはそれで必要なのかなと思って

います。また、先ほどあったリユース品など

は、特に若い世代に広がっているのでしょ

うが、この前テレビで、この夏 1 か月間で

東京で人が大きく動いた場所のベスト３に

大井競馬場が入っていました。何かという

と、東京で一番の規模の青空市をやって

いるそうで、そこは洋服が中心なのですが、

若者が大勢行くそうです。そういったもの

に若者がすぐ飛びつくのを見ると、こうい

うことに関心があるのだろうなと思います。

そして、４ページの③の環境基金を使った

取り組みは、子どもから大人まで、何かプ

レゼンテーションをしてもらって、良い仕組

みだと判断されれば資金を提供するとい

うのは、「あなたの夢、実現しませんか」と

いうテレビ番組がありましたが、それに似

ていて、環境分野での「あなたの夢、実現

できますよ」というような企画も面白いの

ではないかと思います。最終的に何を言

いたいか、自分でもまとまらないのですが、

一人ひとりの認識を変え、行動変容を促

すという非常に難しい課題の中では、まず

は試行的にとにかく動いてみること、そし

て、やってみて駄目なら次のものを試す、

という繰り返しが一つ。もう一つは、全国、

あるいは世界に目を向ければ、様々な先

進事例があるような気がします。職員の方

は忙しくてなかなかそこまで目が向かない
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かもしれませんが、ぜひ他区他市、また世

界に目を向けて、良い取り組みだなと思う

ものには、挑戦していただきたいと思いま

す。以上です。 

（田中充 会長） 

はい、ありがとうございました。様々な

論点にわたってご指摘いただいたかと思

います。最後にご発言いただいた、先進事

例からもっと学んだ方が良いというのも、

本当におっしゃるとおりだと思いました。 

他にいかがでしょうか。はい、中村委員、

お願いいたします。 

（中村重男 委員） 

私の孫が小学校３年生で、以前もお話

ししたかもしれませんが、学童で SDGsの

話を聞いて、みんなで勉強会をしたそうで

す。そして、自分が育った保育園に行って、

年長さんに対してレクチャーをするという

活動をしていました。これは素晴らしい取

り組みだなと思ったのですが、この発想を

少し変えて、小学校の高学年の子たちが

環境問題について勉強し、低学年の子ど

もたちに教える、という形はどうでしょうか。

つまり、学んだことを教えることによって、

より身につくと思うのです。学校教育で環

境問題を教えることは非常に重要ですが、

生徒は常に受け身になりがちです。その受

けた内容を、じゃあ自分がどう行動に移す

か、どう伝えるか、ということをきちんと実

践することで、身についていくのではない

かと思います。 

もう一つ、先生がおっしゃっていた、「自

分ごと」にするためには、小さな活動が環

境に良い影響を与えるのだということを実

感できるような、日常的な仕組みを作った

らいいのかなと思います。例えば先日、自

治会で実施したのですが、朝のラジオ体

操が終わった後、みんなで 15分間公園の

ごみ拾いをしました。小学生も一緒になっ

て、ペットボトルや缶、燃えるごみなどをた

くさん拾いました。そうすることで、みんな

が公園で遊ぶときに「この公園、少しきれ

いになったね」という体験ができますよね。

そういったことも必要なのかなと思います。

小さな活動が環境に良い影響を与えると

いう成功体験を積ませていく、あるいは積

んでもらう仕組みを作ることが大切なので

はないでしょうか。それから、これまでの環

境部の取り組みは、例えば「省エネを心が

けている区民の割合をアップする」ために、

言い方は悪いですが、補助金を立てて取

り組むことがメインになっているかと思い

ます。重点プロジェクトの中でもその点が

中心になっており、環境問題をどう区民に

広げていくかという視点が、事業として入

っていません。補助金制度は重要ですが、

それに頼った環境政策ではない、という方

向転換を少し考えてもらった方がいいか

なと思います。 

（田中充 会長） 

分かりました。小さな体験から成功に結

びつけ、行動を拡大していく、そうした方

策や戦略が大事だというご指摘がありま

した。また、補助金制度にあまり頼りすぎ

ない方がよいというご指摘もありましたが、

これも今後の区の環境政策のあり方とし

て参考になるかと思います。今までのとこ

ろで、先生、何か補足やお考えがあればお

願いします。 

（石田好広 委員） 
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次の議題に関わってしまうかもしれませ

んが、やはり子どもの教育が非常に重要

だと感じています。教員に成り立ての頃、

子どもたちに向けて禁煙教育を行ったこと

がありました。親御さんからかなり苦情が

来たのですが、大人に向けて「禁煙しまし

ょう」と言ってもなかなか変わらない大人

が、子どもから「お父さん、タバコやめて

よ。」と言われると、やめられるんです。子

どもから世の中を変えるということはある

と思うので、やはり子どもの教育が重要で

はないかと考えています。また、先ほどの

「楽しみながら環境を学ぶ」ということと関

係するかもしれませんが、大学生の「ゴミ

拾い甲子園」というのをご存知でしょうか。

荒川などでごみ拾い活動をしているイベン

トで、大学対校戦でごみを拾うという取り

組みです。私も川のごみ拾いをやったこと

がありますが、無限にごみがあって、やっ

ているうちに本当に嫌になり、自分の無力

感を感じて続けられなくなってしまいます。

しかし、ごみ拾い甲子園では、最終的にご

みを点数化してどこが優勝するかを決め

るというゲーム感覚で取り組むため、大学

生がどんどん集まり、参加者数が増えてい

るという現状があります。そういった、楽し

みながら活動できる仕組みづくりをするこ

とが、非常に重要なのではないかと感じて

います。 

（田中充 会長） 

わかりました。ごみ拾い甲子園ですね。

はい、土屋委員どうぞ。 

（土屋のりこ 委員） 

いろいろお聞きしていて思い出したので

すが、環境フェアをどうするかという議論

がこれまでの委員会でもありました。足立

区では以前は開催されていましたが、今

はなくなってしまい、その復活を望む声も

あると聞いています。先ほど岡安委員も言

われたように、青空市のリユースやリサイ

クルでは、多くの人が集まり、若い人たち

も良い洋服などを求めて賑わうような形

の、環境フェアという名前にはならないか

もしれませんが、せっかくやっていた環境

部のイベントとして、啓発も兼ねて、生真

面目に CO₂のパネル展示をするコーナー

も一角にあっていいとは思いますが、それ

だけでなく、大井競馬場の青空市のような

雰囲気で、このフェスタに来れば、環境配

慮型の最先端の暮らしがわかる、というよ

うなものにしてはどうでしょうか。エコ食器

があったり、無駄な紙のチラシは配らなか

ったり、そういった工夫を凝らした、最先

端の環境配慮型の暮らしが見つかる区の

環境フェアのようなものを企画してみるの

もいいのではないかと思いました。 

（田中充 会長） 

いろいろと話が出て、楽しくなりますね。

はい、岡安委員どうぞ。 

（岡安たかし 委員） 

足立区には外国人のコミュニティが少し

ありますよね。少しというか、今４万人の外

国人がいて、毎月 500 人ぐらいのペース

で増え続けています。もちろん入れ替わり

があるので増減はありますが、右肩上がり

です。これからのことを考えると、外国人

の方々にも、コミュニティの中にいるリーダ

ー的な存在の方に、環境というものを意

識してもらい、皆さんへの啓発をお願いす

ることが大事だと思います。特にごみ問題
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は、地域で非常に大きな摩擦を生んでい

ますので、出し方を含め、無駄に多く出さ

ないという点も啓発していただくことが重

要です。これが 1点。 

もう一つは、先ほどから出ているごみ拾

いのイベントです。私も実は言おうと思っ

ていたのですが、やはり、歩きながらごみ

を拾う大会のようなものを開いて、参加者

に図書券を配るなど、楽しみながら、かつ

少しインセンティブもあるようなイベントを

企画してほしいと思います。この点もよろ

しくお願いします。以上です。 

（田中充 会長） 

外国人の方をどう巻き込むかというの

は、非常に難しい課題です。今の社会の

中でその割合は年々増えていますので、

そうした方々をうまく巻き込んでいく方策

が必要だと思います。ありがとうございま

す。 

私なりの所感といいますか、日頃から感

じていることを少し述べさせていただきま

す。人の行動を変えることは、最も難しい

課題の一つです。企業の販売戦略もまさ

にそうで、いかに人々にある商品を買って

もらうかという点に力を注いでいます。そ

れと同様に、区民の皆さんが無理なく望ま

しい行動をとれるように導く仕組みを作ら

なければなりません。これは非常に難しく、

まさに行動変容を促すことは大きな挑戦

であるということです。しかし、これは環境

問題の根幹に関わる重要なところです。そ

うした方策意識が変わることが、例えば温

暖化問題、ごみ問題、自然保全の問題な

ど、様々な分野に共通していることになり

ます。ですから、意識変容、行動変容は、

環境問題解決のいわば基盤であると、こ

れは大事な論点だと思います。 

二つ目は、そうした行動を変えるきっか

けを作らなければいけない、という点です。

岡安委員がおっしゃったように、私も経済

的インセンティブは、行動の一つの有力な

きっかけになり得ると考えています。社会

には多様な価値観を持つ人々がおり、倫

理観や正義感だけではなかなか浸透しな

いところもありますので、理念と経済とい

う両面からのアプローチが必要だと思い

ます。ただ、経済的利得だけを強調しすぎ

るべきではなく、ある種のばらまきのように

なっても意味がありません。そうしたもの

を呼び水として、関心の薄い層に行動に

移ってもらうきっかけとし、その中で効果

を実感してもらう。そうすることで、次には

経済的インセンティブがなくても、自発的

に行動できるようになる、そういった仕組

みや構造ができるとよいと思います。です

ので、一つのきっかけとして経済的なイン

センティブは有力な手段になり得ますが、

それだけに頼るのはよくないというのは委

員ご指摘のとおりかと思います。 

それから、ごみ拾い甲子園や青空市の

ような参加型の活動についてですが、例え

ば青空市では、自分が大事にしてきたも

のが他の人に使われることで、なんとなく

気持ちがすっきりするといいますか、ある

種の爽快感や納得感が得られる。そうい

った心情は私たちの中にあるのだと思いま

す。まだ使えるけれど自分では使いきれな

いものが、他の人の役に立つということが、

ある種の爽快感、納得感につながる。そう

いう共通の心情を発揮できる場を作るこ
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とが大切です。ごみ拾いも同様で、ごみを

拾うことで街がきれいになり、気持ちよく

感じる。そういった感覚は皆さんお持ちだ

と思います。ただ、面倒だったり、億劫だっ

たりして、道に落ちていても拾わずに通り

過ぎてしまう。そこを少し後押しすることで、

自ら積極的に拾うようになったり、目につ

けば拾うようになったりする。そうして街が

きれいになることの爽快感を得られる仕組

みを作ってあげるというのも、確かに良い

方法だなと思いました。 

長々と話しましたが、今までの議論を聞

いての私なりの所感です。よろしいでしょ

うか。それでは、後段の議論もありますの

で、資料をご説明いただき、また全体につ

いて話し合いたいと思います。では、事務

局お願いします。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

この後の時間は、課題２に対する施策

の方向性についてです。まず、資料の２ペ

ージ後段、そして５ページからの子ども・若

者の意見を反映という部分をご覧くださ

い。こちらですが、上位計画である足立区

基本計画の理念に「子ども・若者と進める

まちづくり」というものがあります。そして、

先ほど申し上げましたように、意識調査で

は若者のポイントが低いという状況がござ

います。そこで、政策経営部と連携し、若

者会議として高校生などに意見を聞く企

画がございました。 

６ページをご覧ください。ここでは、上が

高校へのアウトリーチ、下が公募型の２つ

に分けてお話します。まず、高校アウトリー

チでは様々な意見を頂きましたが、ゴシッ

ク体の部分をご覧ください。SNS や動画

の活用についてです。私も高校に行きまし

たが、会議の場では生徒の皆さんはスマ

ートフォンを置いて我々と意見交換をして

いました。学校からの情報も全てアプリで

届くそうで、SNS や動画を活用するのが

当たり前になっているという話でした。また、

詳細な情報よりも印象に残ることが重要

で、短い動画が非常に流行っているとのこ

とでした。次に、学校、家庭、生活習慣など、

身近な環境からの気づきが多いということ

です。例えば、学校の英語の授業でマイク

ロプラスチックについて聞いて、それが頭

に残っているという話もあれば、アルバイト

先での話など、多岐にわたる経験から気

づきを得ているようでした。そして、環境に

関する様々な取り組み、例えば足立の区

民まつりに来てくれた方もいましたが、そ

うした体験を通して印象に残ったという話

がありました。さらに、若者同士で発信す

るということ。何かコンテンツを作ってもら

えれば、自分たちで共有して発信するよ、

という声がありました。その方が共感しや

すいだろう、ということです。「見える化」、

「体験」、「わかりやすさ」、「映像・視覚」、

「楽しみながら実践」といったキーワードが

多く挙げられました。 

続いて、その下の公募型の意見です。

ゴシック体の部分ですが、身近な問題とし

て、自分ごととして感じてもらうことが重要

だという意見がありました。同世代のこと

を考えると、環境問題は自分ごとになって

いないので、若い人たちには自分ごととし

て感じてもらうことが必要だろうということ

です。また、「みんなで取り組む」こと。例え

ば、ごみ分別のゲームのようなイベントが
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あれば、みんなで取り組みやすいのではな

いか、といった意見がありました。高校生

と同じように「楽しみながら」という話もあ

りましたし、「日常生活の中でルール化す

る」ことも挙げられました。例えば、学校の

中でルール化されていることは、家でも自

然に取り組むことができる、というような話

がありました。これらの意見をまとめさせ

ていただいたのが、戻りますが２ページと

なっており、先ほど少し説明させていただ

いた内容です。①若者に届く情報発信、

②体験の機会を創造、③楽しみながら環

境を学ぶ、そして④家庭で共有・習慣化、

という形で整理させていただきました。私

からは以上です。 

（田中充 会長） 

ご説明いただいた資料の６ページ、７ペ

ージあたりは、アンケートの結果ということ

でしょうか。子ども向けにアンケートをした

結果ですかね。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

はい、６ページが実際に出向いて意見

を聞いたもので、７ページは会長のおっし

ゃるようにアンケートの結果でございます。

先ほどまとめさせていただいた、小・中学

生、高校生・若者、未就学児の保護者へ

のアンケート結果を別添で付けております

が、高校生や公募型で頂いた意見と、内

容的にかなり似通っている部分が多いと

感じております。以上でございます。 

（田中充 会長） 

はい。では、子ども世代に焦点を絞って、

様々なアプローチがあるのではないかとい

うことで整理をいただきましたが、この内

容について、ご感想やお考えがありました

ら、またご発言を頂きたいと思います。い

かがでしょうか。はい、岡安委員どうぞ。 

（岡安たかし 委員） 

先ほど石田先生がおっしゃったとおり、

子どもから意識改革をしてもらうことは、

親や他の世代にも非常に大きな影響を与

えると私も思っています。ただ、実際に学

校等でどれだけ環境教育の時間が取れる

のか、よくわかりません。例えば、薬物教

育や法教育など、様々な専門家団体から

も「学校でこういうことをやってほしい」と

いう要望がある中で、総合的な学習の時

間など、いろいろなことができる時間は限

られています。どこまで環境に特化した教

育ができるのか。理科などの授業では少し

しか扱われないような気もしますし、体験

活動もとなると、本当に教育分野との連携

が重要だなというのが一つです。しかし、

重要なことなのでぜひやってもらいたいと

思います。 

もう一つは、先ほど出ていた動画です。

私の下の子は高校生ですが、見ているの

はほとんど動画で、しかも短いものです。1

分ではもう長く、30 秒の動画がたくさん

出てきます。足立区でも、環境に関する

30 秒動画が次から次へと流れてくるよう

な仕組みが、若い世代には有効なのでは

ないかと思います。 

それと、体験についてですが、この若者

向けの最初のところに「体験の機会を創

造する仕組み」とあります。例えば、打ち水

体験は千住でやっていますが、あのような

のを全区的に小中学生にも体験してもら

い、そこで、なぜこんなことをやっているの

かというレクチャーも入れながら環境を学
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んでもらい、少しお菓子もあげるといった

ようなことを、全区的に展開するのが大事

なのかなと思いました。雑談的な話ですみ

ません。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。他にどうでしょう

か。はい、土屋委員お願いいたします。 

（土屋のりこ 委員） 

自然そのものに価値を見出し、それを

守るという体験を、区がたくさん用意する

ことが大事ではないかと思います。先生の

お話にもありましたが、雄大でダイナミック

な自然の中に身を置くような体験はなか

なかできません。私も若い頃、山登りが好

きで行っていましたが、お金もかかります

し、家庭の経済状況によって大きく左右さ

れてしまうものです。例えば、燕岳の合戦

小屋でスイカを食べるといった体験は、子

どもにとってすごく楽しいのではないでしょ

うか。そこから、日本の林業はどうなって

いるのか、なぜ放置されているのか、手入

れをしないとどうなるのかといったことに考

えが及んでいくのだと思います。海の体験

のお話もありましたが、山登りやグランピ

ングでも何でもいいので、家庭環境に左

右されずに、足立区の子どもたちが体験

できるチャンスを、区が積極的にたくさん

用意することが重要であると思います。そ

れが一つです。 

また、個人的にウミガメの保全に関心が

あり、以前、海岸のごみ拾いに行ったこと

があるのですが、海岸のごみは本当に掘

れば掘るほど出てきて終わりがありません。

ただ、いろいろなごみが出てきて、ボール

などもあり、楽しい面もあります。小笠原

でウミガメの産卵保全に取り組んでいる

団体が、海洋プラスチックごみでアートを

作るワークショップや、アートと海洋ごみ問

題を絡めた講演などを行っています。そう

いった団体と連携してワークショップを開

催するのもよいのではないかと思います。 

もう一つ、以前も申し上げたのですが、

他の自治体の海岸で拾ってきたごみを足

立区に持ち帰ってきてしまった場合に、そ

れは処理できないので、その場に置いてき

てください、あるいは、拾った自治体で処

分してもらってください、と言われ、困った

ことがあります。しかし、もう持って帰って

きてしまっているのでどうしたらいいのか

と。このように、区民の方や子どもたちが

何かにチャレンジしようとしたときには、

様々な問題も出てくると思いますので、そ

ういったことを積極的に、アクティブに解

決していく姿勢で臨んでいただけたらと思

います。以上です。 

（田中充 会長） 

はい、わかりました。体験できる機会を

区が積極的に設けるというのは、意識啓

発や環境教育の施策として、非常に有力

なメニューですよね。他にいかがでしょう

か。はい、中村委員お願いします。 

（中村重男 委員） 

６ページに事務局がまとめてくださった

内容を見て、今思い出したのですが、「あ

だち脳活ラボ」というものがあります。私は

LINE に登録しているのですが、65 歳以

上におすすめということで、これを入れて

います。これはすごく面白くて、今、登録者

は 6,000人を超えたと言っていました。こ

の「脳活ラボ」と同じようなものを、何か環
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境をテーマにして作れないのかな、と。「あ

だち環境ラボ」でも何でもいいのですが。

このアプリでは、動画配信やクイズ、脳トレ

のクイズなどを色々やっています。もしこう

いうものが作れるのであれば、コストはか

なりかかると思いますが、環境に関する動

画配信もできますし、クイズもできる。環

境関連イベントの案内もできます。あるい

は、学校や行政、地域で取り組んでいる

環境問題の事例なども入れ込めますし、

例えば、猛暑や熱中症対策の動画、注意

事項など、ありとあらゆるものが入ると思

います。ごみの分別やプラごみの分別の話

もしかり、省エネでコストを削減しましょう、

というような内容も全部入ってきます。こ

ういったものができると、すごく使い勝手

がいいのかなと思います。LINE で提供さ

れているので、友達登録がすぐできます。

煩雑ではなく、65 歳以上の方を対象にし

ているので、おそらくそういったコンセプト

でやっているのだと思いますが、こんなも

のがあったらすごくいいなと、この６ページ

のまとめを見た時に思いましたので、ご紹

介させていただきました。 

（田中充 会長） 

今のご提案のようなものは、区の環境

部の方ではお作りになられていないのでし

ょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

ございません。 

（岡安たかし 委員） 

「脳活ラボ」自体が画期的なんです。ア

プリですよね。アプリで操作すると、環境

が学べたり、動画が見られたり、クイズに

答えたり、ポイントが貯まったり。 

（中村重男 委員） 

そうです。ポイントがつくんです。脳活で

動画を見たりすると。それを楽しみにやっ

ている人がいるみたいです。 

（岡安たかし 委員） 

面白い発想ですね。 

（中村重男 委員） 

ですから、私はこれ、区民評価委員会

で説明を受けたときに、タイトルを「脳活」

ではなく「健康」にして、健康関連の情報

をすべてここに集約すれば、全て網羅でき

ると思いました。例えば、「パークで筋トレ」

などに参加する人も、そこで参加人数を把

握できますし、様々なデータも取れますよ

ね。足立区では体組成計のデータなども

取っているので、そういったデータを自分

で入力していけば、すべて自分で管理で

きるし、区でも状況が把握できる。そうい

ったことなので、このスキームを全て活用

できるかは分かりませんが、同じようなス

キームであれば、それほどコストはかから

ないのではないかと、素人考えでは思うの

ですが。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

全く同じようなことは環境部としては、

難しいかもしれません。ただ、何かをしたら

ポイントが付与されるという点で重複する

ものがあるそうで、東京都の「東京ポイン

ト」ですね。そういったものの今後を見な

がら、全庁的にそのようなものを検討して

はどうか、という話は少し聞いたことがあ

ります。それがどのように活用できるかに

ついては、検討している段階だと聞いてお

ります。 

（田中充 会長） 
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今、中村委員からご紹介いただいたの

は、足立区が作られている区のアプリとい

うことですか。 

（中村重男 委員） 

そうです。今年、令和７年からできたも

のです。 

（田中充 会長） 

直感的に、そのアプリの中に、環境分野

や暮らしの分野といったカテゴリーを作っ

ていただいたらどうかな、と思ったのです

が。 

（中村重男 委員） 

そうなんです。この中に環境部分を入

れられればいいのですが、タイトルが「脳

活」なので、65歳以上が対象なんです。 

（田中充 会長） 

それはそれで完結しているのですね。確

かに、高齢者向けの健康づくり、精神的・

心理的な健康づくりという「脳活」に加え

て、身体的な健康づくりも一緒にしていく

というのはありますし、さらにいえば、社会

全体の健康づくりとして、環境や福祉とい

った分野に広げていくといいなという印象

を持ちましたが、少し大変かもしれません

ね。 

おそらく、シティプロモーション課のよう

なところが所管しているのでしょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

おそらくこれは、福祉部門が中心となり、

会長がおっしゃるような発信系の部署とコ

ラボレーションしているのだと思います。ま

た、今お話に出ているような、他の分野と

の連携について、政策経営部も視野に入

れているかと思います。様々な所管が、ポ

イント制度をどのように活用できるかとい

うアイデアは持っているようです。 

（田中充 会長） 

他に、今の点でも結構ですし、他のご意

見はいかがでしょうか。はい、どうぞ。 

（水川薫子 委員） 

高校生へのアウトリーチ、公募型、どち

らの意見でも、動画での情報発信や、生

徒から生徒への情報伝達の有効性といっ

た、どう伝えるかという点が挙げられてい

たと思います。生徒から生徒への情報伝

達が有効というのは確かにわかりますが、

最初の起点となる生徒をどうやって確保

するのか、という点が気になりました。それ

が続く仕組みを作るといいのかなと思って

聞いていました。例えば、区の方で関心が

ある生徒を任命するなど、アルバイトのよ

うな形をとることはできるのかどうか。 

また、大学受験を考えている生徒であ

れば、そうした活動が総合型選抜入試、い

わゆる AO 入試などでの評価項目になる

可能性もあります。ですので、起点となる

生徒にも何かインセンティブがあるような

仕組みがあれば、その子が卒業して大学

生になっても、また別の高校生が続いて参

加してくれる、というような仕組みができる

といいのかなと思って聞いておりました。

はい、以上です。 

（田中充 会長） 

わかりました。ある種の役割や称号のよ

うなものを付与して活用していただく。そ

うした人が、その中でのリーダーやサブリ

ーダーのような形で活動する。それも有力

なアイデアですね。 

これまでのところで、先生何かご発言あ

りますか。 
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（石田好広 委員） 

お伺いしたいのですが、大学生の活用

というのは考えていらっしゃらないのかな、

と思いまして。足立区には、全部で６大学

ですか。かなり多いですよね。そういった

大学に協力いただいて、足立区の良さを

思い切り発信していくとか、新しい何か商

品を開発するといった取り組みをするのも、

一つ大事なことなのかなと。ネガティブな

環境問題を解決するという視点ではなく、

足立区の良いところをもっと取り上げて、

みんなで郷土愛を育てながら足立区を発

信していく、といった取り組みを考えてみ

てはどうでしょうか。 

それから、先ほど総合的な学習の話が

ありましたよね。総合的な学習の時間とい

うのは、学校の裁量、極端に言えば校長

の専決事項になると思います。ですから、

なかなか環境についてやってくれと言って

も、全ての学校がやってくれるわけではあ

りません。しかし、生活科を含めると６年間

あるわけですから、そのうちの１学年でい

いわけです。しかも、１学年まるごと使う

わけではなく、20時間なり 30時間なり時

間を取って活動してくれれば、十分な学習

ができると思います。教育委員会にも現

場にも嫌がられるでしょうが、少しそれとな

くプッシュしてやってもらうような声かけは

していく必要があるのかな、と思っていま

す。 

（田中充 会長） 

総合的な学習の時間というのは、様々

な要請が多くて、大変窮屈になっていると

伺うこともありますが、いかがですか。 

（石田好広 委員） 

すごく窮屈ですよね。何か問題が起き

れば、すぐに、学校で教育してほしいとい

う話になりますから、急遽時間をとって授

業をしなければならない、といった事情が

学校の現場にはあります。大変だとは思

いますが、環境問題を学ぶことの重要性

を理解していただくことが、まず大事なの

かなと思っています。ですが自分も校長だ

ったので、言われると困るなという気持ち

も分かります。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

現状だけお話しさせていただいてもよろ

しいでしょうか。学校での環境学習、総合

的な学習の時間を活用した取り組みにつ

いてですが、足立区としては、様々な環境

学習の出前講座を各学校で実施しており

ます。環境学習の出前講座は年間 80 回、

全ての学校ではありませんが、実施してい

ます。また、ごみ減量をテーマにしたピンポ

イントの環境学習を行っている学校もござ

いますし、清掃事務所も環境学習という

形で関わっています。これらを合わせると、

100 回まではいかないかもしれませんが、

かなりの回数を学校内での学習として、教

育委員会と連携しながら進めている状況

です。また、そういったまとまった時間が取

れない学校も多いのが実情です。先の審

議会で西の原委員からお話があったよう

に、低学年には環境のワークブックを、高

学年には先ほどお話にあったタブレットを

使った学習を総合的に取り組んでいます。

これも環境部から教育委員会にお願いし

て実施しているものです。教育指導主事

とも話し合い、今年度からブラッシュアッ

プしていこうという形で取り組んでいるの
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が現状です。 

今、委員の皆様の目の前のモニターに、

少し概要を表示させていただいております。 

（田中充 会長） 

このような体験ツアーも企画されていら

っしゃるのですね。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

自然の中に身を置くというお話で言い

ますと、冒頭に石田先生からご紹介があ

った小学５年生の取り組みに加え、中学１

年生が友好都市である新潟県の魚沼市

に行くときには、自然の中での環境学習の

時間も設けている、という状況です。 

（田中充 会長） 

論点として抜けていたのが大学生です

ね。ただ、若者会議は大学生が中心でや

られていたのでしょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

大学生も参加しています。現状を申し

上げますと、大学生には環境基金助成を

活用して、環境に関する取り組みをしてい

ただいています。例えば、区内の大学がご

み拾いイベントを実施したり、クリスマスの

イベントで廃棄物を利用したイルミネーシ

ョンを制作したりといった形で取り組んで

います。ワークショップを開催していただく

こともあります。そうした活動については、

大学連携の部署に環境部の職員がお願

いして働きかけているという状況です。 

（田中充 会長） 

ありがとうございます。前段の大きな１

の、全世代に共通する、意識の低い層へ

の取り組みと、特に若い世代を中心にした

取り組みを二段階に分けていますが、これ

には意味があると考えています。若い世代

は、これから社会に出ていく層であり、ま

た、学校という教育の場を共有していると

いう特性があります。そのため、若い世代

向けのプログラムや施策体系、メニューの

設計や提案が必要ではないか、という問

題意識です。学校の場を活用することも、

学校以外の場を活用することもあるかと

思います。また、若い世代特有の問題意

識や、SNSや動画を中心に情報を入手す

るといった特徴を捉えて、情報発信や場の

提供を考えていくことが大事かと思います。 

委員の方から何か追加でございますで

しょうか。はい、岡安委員どうぞ、お願いい

たします。 

（岡安たかし 委員） 

先ほど、環境フェスティバルの話があり

ましたが、コロナ前の 2019 年以前には、

環境フェスティバルや、小中学校・教育委

員会に協力を仰いで、特に小学生向けに

様々なメニューを提供していたことが何年

かあったと記憶しています。例えば、夏休

みの絵日記のように、毎日気温を測ること

を奨励し、やり遂げた子に何かをプレゼン

トする、といった企画がいくつかあったかと

思います。子どもたちを巻き込み、親子で

話し合うきっかけにもなるし、石田先生が

おっしゃったように子どもたちから意識を

変えて大人にまで影響を及ぼす、良い取

り組みだと思っていました。しかし、環境フ

ェスティバルがなくなり、そうした企画もな

くなってしまい、途中で途切れた中途半端

な施策になっているな、と会派内で話した

記憶があります。また、これは子ども向け

ではありませんが、環境フェスティバルで

苗木を配り、育てて数年後に持ち寄りまし
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ょう、というような企画もあったと思います

が、あれも結局どうなったのかさっぱり分

かりません。真面目に育てている区民もい

るのです。八割方は捨てたり枯らしたりし

ているかもしれませんが、「これって、確か

そういう話でしたよね」と去年か一昨年に

言われて、そういえばそうだったなと思い

出しました。施策は中途半端に終わっては

いけない。５年後を目指して何かを始める

と決めたなら、きちんとやりきることが大事

だと思います。過去にそういった企画があ

ったと記憶していますが、うろ覚えなので

違っていたら申し訳ありません。そうした

取り組みはどうなってしまったのでしょうか。

途中で終わってしまったのでしょうか。 

（早川亮 足立清掃事務所長） 

かなり前の地球環境フェアで、品種が

間違っていたら申し訳ありませんが、ブル

ーベリーの苗木をお配りし、育ててもらっ

てどこかに植樹しようという計画があった

のですが、継続性がなく、後日、広報等で

お配りした苗木を育てている方に呼びか

けていたことがございました。今、委員が

おっしゃった 2019 年の地球環境フェアよ

り、かなり前のことだったと記憶しておりま

す。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

加えて補足ですが、環境部としては悩

ましいところなのですが、「環境」と銘打つ

と、環境に関心がある人は来やすい一方

で、それ以外の方には広がりにくい、とい

う世論調査の結果があります。そのため、

本年度は区民まつりの中に、環境フェステ

ィバルとして、ある程度の規模の区域を設

けて実施しようと考えております。その中

で、完全にピンポイントではありませんが、

古着のリユースをイメージしたブースなど

も展開しようと考えております。 

（田中充 会長） 

今、委員がおっしゃったのは、環境教育

のプログラムはある程度、長期的な視野を

持って実施した方がよいのではないか、と

いう趣旨だったかと思います。確かに、２、

３年で目先を変えていくこともありますが、

ある程度継続することで定着し、広がりも

見え、また効果も長期的に図れるようにな

ります。そうした観点も非常に大事だと、

今のご指摘を伺って感じました。ありがと

うございます。他にいかがでしょうか。はい、

田中委員どうぞ。 

（田中功一 委員） 

せっかく荒川の河川敷があるので、ウナ

ギの放流などをやってはどうでしょうか。そ

れも継続的に実施して、もともといない生

物を放流するのは問題ですが、もし生息

しているのであれば、そういった体験型の

企画も面白いのではないかと、ふと思いま

した。 

（田中充 会長） 

確かに、魚種の問題はありますが、放流

がひとつの体験になることはありますね。

はい、では土屋委員どうぞ。 

（土屋のりこ 委員） 

先ほど、「環境」と銘打つと人が来ない

というお話がありましたが、これまではそう

だったのかもしれません。しかし、せっかく

環境審議会で、その困難な問題にチャレ

ンジしていこうというわけですから、区が

及び腰になっている点が、環境問題への

意識が高い人の割合が減っているという
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データに現れているのではないかという気

もします。「環境フェア」という言葉ではな

く、「エコロジー」など別の言い方や、もっと

魅力的なタイトル、内容にすることもでき

るはずです。方法論はあると思うので、そ

うした形で今一度チャレンジするというこ

とも、一つの選択肢として考えていただき

たい、という意見です。 

（田中充 会長） 

わかりました。はい、石田先生どうぞ。 

（石田好広 委員） 

環境フェアがないというのは少し残念に

思いました。私が古千谷小学校の教員を

していたときに、毛長川の学習をしたので

すが、子どもたちがかなり頑張って活動し、

その時おそらく、小学校として初めて環境

フェアで発表してほしいという依頼を受け

た学校だったと思います。その後、様々な

学校が発表するようになりました。子ども

たちの発表の場にもなりますし、子どもた

ちと大人をつなぐ場にもなると思うので、

やはりあのフェアはすごく価値があったな

と感じています。環境に絞ると人が来ない

ということであれば、「SDGs フェア」では

だめでしょうか。環境部局だけでは難しい

かもしれませんが、間口が広がりますし、

企業も参加しやすくなると思います。です

ので、「SDGs フェア」と銘打って活動する

ことを検討してみてはいかがでしょうか。よ

ろしくお願いします。 

（田中充 会長） 

具体的なご提案ですね。非常に建設的

なご意見だと思い、伺っておりました。ちょ

うど２時間くらい経ちました。はい、中村委

員どうぞ。 

（中村重男 委員） 

今ちょうど画面に出ている足立環境ゼミ

ナールで、「あだち環境マイスター」の方々

がいるかと思います。この方々は「地域の

環境活動のリーダーとして活躍が期待さ

れる」とあります。今、何名いらっしゃるか

分かりませんが、逆に言うと、その方々の

活動の場はどこなのでしょうか。せっかく

資格を認定されていても、活動の場がな

ければ、いろいろ学習された方々が埋もれ

てしまっている状態ですよね。そうした

方々をもう一度掘り起こして、足立区のた

めに何か活動していただくことはできない

でしょうか。 

（田中充 会長） 

このマイスターの方は、現在何名くらい

いらっしゃるのですか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

環境マイスターの方々は 140 名を超え

ており、現状、委員ご指摘のような状態が、

特にコロナ禍を挟んでありました。昨年末

から、マイスター全員に個別に連絡を取っ

ており、ヒアリングをすると、例えば区民ま

つりなどで何か出展する場が欲しい、とい

ったご意見があります。そこで、今年度の

区民まつりの中に設ける環境フェスティバ

ルゾーンの一角に、環境マイスターのブー

スを作る準備を進めているところです。ま

た、コロナ禍でも、密を避けながら開催し

た、全小学校対象の「環境かるた大会」で

審判の補助をしていただくなど、活動して

いただいています。そうした話し合いの場

に集まっていただく中でヒアリングをする

と、非常に活発に意見を出される方がいら

っしゃいますし、マイスターになられてから、



27 

 

環境基金助成を活用してご自身で活動さ

れている方もいます。そうした方々からお

話を聞く場も今年度設けておりますので、

こういった形は来年度以降も続けていけ

るかなと考えております。 

（田中充 会長） 

わかりました。マイスターの方からの意

見聴取もありますし、提案を受ける機会が

あってもよいかもしれませんね。いくつか

連携して活動の場を作られているようで

すが、より積極的にそうしたマイスターの

皆さんのご意見を聞いて、施策を設計し

ていっていただきたいです。ありがとうご

ざいました。 

今日はフリーディスカッションのような

形で、皆さんが日頃お考えになっている、

区民の意識啓発や行動変容に向けたご

提案やアイデアを頂いた、という位置付け

だと思います。今回頂いたご意見を踏まえ、

次回、整理をしてさらにブラッシュアップし

ていく、という流れになるかと思います。最

終的には計画の内容に結びつけていくこ

とになりますので、今後は体系的な整理や

割り付けといった作業も出てくるかと思い

ます。ひとまずは、今日は様々なご意見や

アイデアを頂いたということです。 

時間も迫っておりますので、このあたり

までかと思いますが、何か委員から追加

でご発言がありましたら、どうぞお願いい

たします。いかがでしょうか。よろしいでし

ょうか。もし、追加でお気づきの点がありま

したら、事務局にご連絡いただいても結構

です。 

それでは、まとまらないながらも、ひとま

ず自分の意見を述べ、それを事務局に受

け止めていただく、ということで、本日の第

1回専門部会を位置付けたいと思います。 

それでは最後に、その他ということにな

りますが、何か事務局からご連絡はありま

すでしょうか。 

（吉尾文彦 環境政策課長） 

次回の意識啓発行動変容専門部会は、

１１月２８日の金曜日、午後１時半からの

開催を予定しております。今回皆様から

頂きましたご意見をまとめて次回の資料と

させていただきますので、施策の方向性や、

より具体的な取り組みへと、検討を深めて

いただければと思います。会場は本日と同

じくこの８階を予定しており、後日改めて

ご案内いたします。事務局からは以上で

す。 

（田中充 会長） 

はい、よろしいでしょうか。それでは少し

長時間になりましたが、第１回意識啓発・

行動変容専門部会は、これにて閉会とさ

せていただきます。皆様、どうもありがとう

ございました。 




